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２０１０年度日本地球化学会年会のお知らせ�２

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本質量分析学

会，日本地質学会，日本分析化学会

会期：平成２２年９月７日
～９日�
会場：立正大学熊谷校舎

埼玉県熊谷市万吉１７００

年会web page：

http://www.wdc-jp.biz/geochem/2010/

交通：�熊谷駅（JR高崎線，上越・長野新幹線，秩

父鉄道）南口より国際十王バス立正大学行で

立正大学下車（所要時間約１０分）

�森林公園駅（東武東上線）北口より国際十王
バス立正大学行で立正大学下車（所要時間約

１２分）

アクセスについては，下記のサイトを参照くだ

さい。

http: / /www.ris .ac . jp /guidance / cam_ guide /

kumagaya.html

宿泊：熊谷市の宿泊施設については，下記のサイトを

参照下さい。年会 web pageにも情報を掲載し

ています。

http://www.kumagayacci.or.jp/service/hotel.

html

内容：口頭発表及びポスター発表（２００９年度年会と同

様に，すべての発表を２２のセッションの中で行

います），夜間小集会，学会賞記念講演，総会，

懇親会

学生発表賞：きわめて優れた口頭・ポスター発表を

行った日本地球化学会学生会員に授与します（受賞

者発表は懇親会の際に行います）。学生発表賞を希

望する学生会員は講演申込時にエントリーしてくだ

さい。

セッションテーマ：このお知らせの最後にまとめて示

しますのでご覧ください。講演申込に際しては，必

ずセッションを一つ指定してください。

講演申込，講演要旨原稿受付：２００９年度年会と同様

に，同時に行います。要旨原稿の提出を行わないと

講演申込は完了しません。年会 web pageからのみ

受け付けます。

６月１４日	 １４時受付開始。７月１２日	 １４時締

切。講演要旨の書き方は，本ニュース最後にある

「講演要旨作成上の注意」または上記 web pageを

ご覧ください。web pageからの申込が困難な場合

は，下記の年会事務局あてに締切の１週間前までに

ご連絡ください。なお，投稿する要旨の原稿は締め

切り日までは修正可能ですが，締め切り日を過ぎた

あとは一切修正できず，そのまま J-STAGEでも公

開されます。

参加予約申込：年会 web pageから，指示に従って申

し込んでください。６月１４日	 １４時受付開始。８

月２３日	 １４時締切。

プログラムの公表：プログラムは講演申込終了後直ち

に作成し，８月２日頃年会 web page上に公開しま

す。今回は事前に要旨集の配送を行いませんので，

プログラムの確認はこの web pageで行ってくださ

い。８月末頃に配布される地球化学会ニュースにも

プログラムを掲載します。なお，講演要旨は８月２７

日頃に，J-STAGE上で公開されます。

参加登録費（講演要旨集１部含む）：

予約：一般会員５，０００円，学生会員２，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生３，０００円

当日：一般会員６，０００円，学生会員３，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生４，０００円

＊なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の会員を

指します。当日受付で入会申込された方も会員扱い

とします。学部生は無料（但し要旨集なし）。

懇親会：９月８日学会賞等受賞講演終了後，ステラ食

堂にて。

予約４，５００円（学生２，５００円），当日５，５００円（学生

３，５００円）。

講演要旨集：３，０００円／部（当日手渡し）（後日郵送の

場合は３，５００円／部）。

予約申込による参加登録費・懇親会会費・講演要旨集

代金の支払い方法：これらのお支払いは，年会 web

pageから，クレジットカードによるオンライン決

済でお願いいたします。なお，各種の支払いは代理

で行うことも可能です。クレジットカードによるお

支払いが困難な場合は，年会事務局に締切の１週間

前までにお問い合わせください。年会当日の参加登

録費のお支払いは現金となります。領収書を必要と

する場合は，年会当日に受付にお申し出ください。

併設展示：関連機器メーカーその他による展示会を併

設する予定です。詳細については年会事務局にお問

い合わせください。

小集会：学会の期間中の昼食時間，あるいは講演終了

後に小集会を行うことができます。希望のあるグ
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ループは年会事務局に問い合わせてください。

年会事務局：

〒３６０―０１９４ 熊谷市万吉１７００

立正大学地球環境科学部内

２０１０年度日本地球化学会年会

E-mail：gcsj2010@ris.ac.jp

セッションテーマ：

（アンダーラインのついたコンビーナーが責任者）

各セッションの概要については，年会 web pageを

ご覧ください。

０１ 南太平洋―パタゴニア地域の地球科学総合研究

折橋裕二（東大震研），原田尚美，阿部なつ江

（JAMSTEC），安間了（筑波大）

０２ 同位体効果研究の地球化学への応用

武蔵正明（首都大），大井隆夫（上智大），野村雅

夫（東工大）

０３ 放射性廃棄物と地球化学

日高洋（広島大），大貫敏彦（JAMSTEC），吉田

英一（名大）

０４ 宇宙地球有機物とアストロバイオロジー

小林憲正（横国大），三田肇（福岡工大）

０５ 古気候・古環境解析の地球化学

入野智久（北大），渡邊剛（北大），原田尚美

（JAMSTEC），中塚武（名大）

０６ 地球化学と生理学の融合：生体プロセスの研究か

ら地球化学へ

沢田健（北大），力石嘉人（JAMSTEC）

０７ 現世の有機物，微生物，生態系の地球化学的動態

と過去の生命史の解明

高野淑識（JAMSTEC），山中寿朗（岡山大），大

庭雅寛（東北大）

０８ マントル物質の化学とダイナミクス

下田玄（産総研），小木曽哲（京都大），鈴木勝彦

（JAMSTEC）

０９ ナノジオケミストリー・地球科学にまつわる基礎

化学

鍵裕之（東大），宇都宮聡（九大），太田充恒（産

総研）

１０ 大気微量成分の地球化学

谷本浩志（環境研），斉藤拓也（環境研），遠嶋康

徳（環境研），角皆潤（北大）

１１ 水―鉱物界面の地球化学

福士圭介（金沢大），光延聖（静岡県立大）

１２ 水圏環境地球化学

板井啓明（愛媛大），高橋嘉夫（広島大）

１３ 初期太陽系円盤の宇宙化学

山下勝行（岡山大），伊藤正一（北大），橘省吾

（東大）

１４ 惑星・衛星・小惑星の宇宙化学

三浦弥生，橘省吾（東大）

１５ Geofluids：地球内部流体とその役割

岩森光（東工大），小木曽哲（京都大），横山哲也

（東工大）

１６ 火成岩の地球化学

佐野貴司（国科博）・三好雅也（京大地熱研）

１７ 土壌・陸域生態系の物質循環

高橋善幸（環境研），杉本敦子（北大）

１８ 大気圏・水圏とそれらの相互作用，気候変化

野尻幸宏（環境研），吉田尚弘（東工大），植松光

夫（東大）

（セッション０１から１８までに入らない発表は，以下の

４つのセッションで受けられます。）

１０１ 宇宙惑星化学（全般）

１０２ 固体地球化学（全般）

１０３ 生物圏地球化学（全般）

１０４ 大気水圏地球化学（全般）

学会からのお知らせ

●第５回日本地球化学会ショートコース

地球化学は，試料を構成する元素，同位体，化学種

の存在度，分布，移動，変化を空間的・時間的に調

べ，それらを支配する法則や原理を見いだすことによ

り，地球や惑星を構成する物質の構造や循環を調べる

学問である。分析・データ解析技術の進歩により，試

料から得られる地球化学的知見の質と量は飛躍的に向

上し，今では，鉱物学，岩石学，地質学，地球物理学

など，他の地球科学分野の発展を支える重要な学問と

なっている。しかしその一方で，地球化学の応用性・

実用性のみが注目され，地球化学の本質である現象の

素過程を調べる研究が少なくなるとともに，時間をか

けてじっくり調べ，問題点を徹底的に掘り下げて理解

する機会も減少するという問題も顕在化している。こ

うした問題に対し，日本地球化学会では地球化学講座

の発行を通じて地球化学の啓蒙を進めてきた。そして

日本地球化学会では次なる啓蒙活動として，大学生・
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大学院生を対象とした「ショートコース」を，年会日

程（平成２２年９月７，８，９日）に合わせ，９月６日

	に開催する。本ショートコースでは，地球化学を研
究する上で必須となる基礎知識の包括的修得と，最先

端研究に触れることによる視点の拡大，という二つの

目標を掲げ，将来の地球化学を担う若手研究者の育成

を目指す。

� プログラム（予定）

はじめに ９：３０～９：３５

「Here you can find the answer：地球化学の役割」

平田岳史（京都大学）

講演１ ９：３５～１０：５５

「非質量依存型同位体効果の地球化学」

藤井俊行（京都大学原子炉研）

講演２ １０：５５～１２：１５

「希ガス同位体地球化学のグランドデザイン」

松本拓也（岡山大地球物質科学研究センター）

昼食（弁当を支給します）

講演３ １３：１５～１４：３５

「化石骨の化学分析からどのようなことがわかるか」

南 雅代（名古屋大学）

講演４ １４：３５～１５：５５

「局所絶対年代分析で拓く太陽系年代学」

寺田健太郎（広島大学）

休憩

講演５ １６：１０～１７：３０

「理系作文の六法全書」 斉藤恭一（千葉大学）

Closing １７：３０～１７：４０

� 開催日時・場所

日時：平成２２年９月６日	 午前９時３０分～午後６時

頃まで（年会開催日：２０１０年９月７～９日）

会場：立正大学熊谷キャンパス１９号館アカデミック

キューブ A４１７号室

会場へのアクセス方法については，年会ホーム

ページをご覧下さい。

日本地球化学会２０１０年年会：

http://www.geochem.jp/meeting/index.html

� 定員・申込締切

５０名（先着順）。９月３日�を参加申込締切日と
しますが，定員になり次第，参加申し込みを締め切

らせて頂きます。主として本学会の学生会員を対象

としますが，非会員あるいは年配の方も参加可能で

す。また希望の方には５日，６日の２日間の宿泊に

際し，立正大学内の宿泊施設の斡旋をいたします。

詳細に関しては平田まで問い合わせください（連絡

先は以下参照）。

� 参加費

３，０００円（講師謝金費，資料代，弁当代等を含

む）。当日受付で徴収いたします。

日本地球化学会学生会員は学会からの補助により

１，０００円（２，０００円引）とします。

� 申込み方法

詳細については日本地球化学会年会ホームページ

で公開いたします。

� お問い合わせ

不明な点などございましたら平田まで連絡くださ

い。

平田岳史（京都大学大学院理学研究科）：

hrt1@kueps.kyoto-u.ac.jp

●日本地球惑星科学連合２０１０年大会報告

広報委員会ブース担当：下田 玄，折橋裕二

地球惑星科学連合大会は，地球科学，惑星科学，宇

宙科学に関連する日本最大のジョイントミーティング

で，１９９０年から開催されています。今年の連合大会

は，５月２３日から２８日までの６日間，千葉県の幕張

メッセで開催されました。その投稿件数は３，６８６件

（口頭発表２，０９０件，ポスター発表１，５９６件）と去年よ

り約６００件増加し，過去最大規模での開催となりまし

た。地球化学関連のセッションも複数開催され，それ

ぞれのセッションで活発な研究発表と研究交流が行わ

れました。

研究発表の他にも，団体展示４８ブース，書籍出版２６

ブース，大学インフォメーションパネル１０件等が出展

されるなど，連合大会は地球・惑星科学関連の情報拠

点の役割も果しています。日本地球化学会でも，昨年

よりブース枠を倍に拡大して出展し，学会員の勧誘，

年会や若手会，ショートコース等の研究集会の案内な

ど，日本地球化学会の活動について，情報発信を行い

ました。その一環として，日本地球化学会が監修して

いる地球化学講座の販売（１～７巻）も行いました。

また，今年の新企画として，会員の方々が著者となっ

ている書籍の販売も行いました。これらの書籍は割引

価格で販売されたので（地球化学講座は２５％引き，会

員が著者の書籍は著者割引価格１０～２０％引き），完売

が相次ぐなど盛況でした。会員の方々の書籍の販売に

ついては，１）在庫が残った場合の自己負担，２）送
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料の自己負担，などリスクの大きな企画でしたが，下

記，４名の著者の方々に出展いただきました；

書籍名：湖水爆発の謎を解く―カメルーン・ニオス湖

に挑んだ２０年―

著 者：日下部 実

出版社：岡山大学出版会

書籍名：「海底鉱物資源」未利用レアメタルの探査と

開発

著 者：臼井 朗

出版社：オーム社

書籍名：アストロバイオロジー 宇宙が語る生命の起

源

著 者：小林憲正

出版社：岩波書店

書籍名：９６％の大絶滅―地球史におきた環境大変動

著 者：丸岡照幸

出版社：技術評論社

今後，出展いただいた著者の皆様，会員の皆様のご

意見をお聞きし，もし好評であれば来年も同企画を行

いたいと思っております。その際は今回と同様に連合

大会前に地球化学ニュースで募集しますので，著書の

ある会員の方々は是非応募して下さい。

連合大会の規模の大きさは，研究テーマの多様性の

表れでもあります。今年は，１６７セッションが開催さ

れ，地球化学と関連のある多数の研究テーマについて

最新の成果が報告されています。また，連合大会は参

加者が５，０００人以上と，直接他分野の研究者と交流で

きる場でもあります。しかし，中堅規模の学協会とし

て連合大会に参加する日本地球化学会の位置づけは，

規模の割に目立たないというのが現状かもしれませ

ん。連合大会は，専門が異なる分野の研究者と接点を

作る絶好の機会であり，また他分野の最新の研究成果

を直接聴ける場でもあります。広報委員会では今後も

“目立つ地球化学会”をモットーに努力して参りま

す。会員の方々の積極的な参加をお待ちしておりま

す。

●２０１０年度第２回鳥居基金助成の募集

２０１０年度第２回鳥居基金助成の応募の締め切りは，

２０１０年７月３１日となります。本学会ホームページに応

募要項がありますので，ご参照の上，応募書類を提出

して下さい。なお今回の助成の対象は，２０１０年１０月か

ら２０１１年９月までの１年間に実施される海外渡航及び

国内研究集会となりますのでご注意下さい。

http://www.geochem.jp/prize/torii.html

申請手続

応募者は，学会ホームページからダウンロードした

申請書（学会誌 Vol．４３特別号（会員名簿）の９４，９５

ページにも掲載されています）（�－Aまたは�－
B）を所定の期日までに下記に提出して下さい。参考

となる資料（海外派遣については業績リストおよび学

会参加の場合は学会概要等，国内研究集会については

集会の案内・概要等）を添付してください。なお，海

外渡航により国際学会等での研究発表を行う場合は，

申請書の「研究の目的」欄に，渡航にあたっての抱負

や発表する論文の内容・重要性などを記載して下さ

い。また，海外派遣に関しては，他の研究助成金との

重複受給は認められておりませんので，ご注意下さ

い。

提出先：三澤啓司（２０１０年度庶務幹事）

〒１９０―８５１８ 東京都立川市緑町１０―３

情報・システム研究機構国立極地研究所

Tel：０４２―５１２―０７０９，Fax：０４２―５２８―３４７９

E-mail：affairs@geochem.jp

連合大会でのブースの様子
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●小嶋稔名誉会員が V. M.ゴールドシュミットメダ

ルを受賞

小嶋稔博士（日本地球化学会名誉会員，東京大学名

誉教授）が２０１０年のゴールドシュミットメダルを受賞

されました。ゴールドシュミットメダルは，「近代地

球化学の父」V. M. Goldschmidtにちなみ，国際地球

化学会（Geochemical Society）が地球化学・宇宙化

学に顕著な業績のあった人を顕彰するため１９７２年に創

設した賞で，わが国では２００１年の久城育夫博士（東京

大学名誉教授）につづいて２人目の受賞です。

小嶋先生は，岩石磁気学・古地磁気学の分野で研究

を始められたのち，K-Ar法，Ar-Ar法などの年代測

定法に基づく地球年代学に力を注がれ，さらにそれを

発展させて，５つの希ガス（He，Ne，Ar，Kr，Xe）

すべての同位体情報を駆使して地球や惑星の進化・大

気形成史を探るという『希ガスの地球化学・宇宙化

学』の確立と発展に多大な貢献をされました。小嶋先

生は，希ガス同位体が持つ情報が惑星の形成・進化の

プロセスと密接な関係があるという事実にいち早く着

目され，自らダイヤモンドなど地球のマントル物質中

の希ガス同位体分析をおこないながら，世界の研究者

をリードしてこられました。

その成果は，名著“Noble Gas Geochemistry”（ワ

シントン大学の F. Podosek博士との共著，第１版

１９８３年，第２版２００２年）に結実しています。実は，そ

の二つの版を見比べると，その内容の違いに驚かされ

ます。それは，この十数年の間にいかに希ガス地球化

学が発展したかということ，そして小嶋先生ご自身の

この分野への貢献がいかに大きかったかということを

再認識させてくれます。ほんの一例を挙げますと，小

嶋先生はこの間にダイヤモンド中の微量な希ガス分析

に成功され，そこに発見した太陽組成のネオン（地球

大気のネオンより同位体組成が軽い）や Xe同位体組

成（過剰１３６Xeと過剰１２９Xeの相関など）の解析から，

地球大気の形成過程や形成年代について世界の研究者

の議論をリードしてこられました。

私が研究の世界に入ったのは，学部時代に聞いた小

嶋先生の講義で，希ガスという不活性な微量元素の持

つ情報からいかに多くのことがわかるかという点に驚

いたことがきっかけでした。私は小嶋先生の研究室

で，希ガスの固―液分配や拡散などの研究からスター

トし，中央海嶺玄武岩中の希ガス分析などをおこない

ましたが，いまも当時の小嶋研の学問に厳しい雰囲気

をなつかしく思い出します。小嶋研のセミナーは，教

員・大学院生の区別なく誰からでも容赦なく質問が飛

ぶようなセミナーでした。

小嶋先生のサイエンスに対する姿勢は一貫して真摯

なものでしたが，その姿勢は今も変わっていません。

小嶋先生は数々の賞を受賞されていますが，そのこと

を大げさに扱われることは望まれず，むしろ相手が大

学院生や若手であってもサイエンスに対しては対等に

真剣な議論ができることを望んでおられたと思いま

す。大阪大学を停年退官後もますますお元気で，今も

私どもの研究室のセミナーの最も熱心な参加者であり

続けておられます。最近では，月の砂の中から見つ

かった窒素や希ガスあるいは酸素が地球大気起源であ

る可能性や，太陽系物質の酸素同位体組成の謎につい

て一石を投じる議論を展開し，非質量依存同位体分別

についての研究を他の研究者と共同でおこなうなど，

現在も活発に研究を続けておられます。たえず地球科

学・惑星科学の本質的な問題に取り組み続けようとす

る小嶋先生の視野の広さや問題意識の深さには今も頭

が下がる思いです。

最後になってしまいましたが，恐縮ながら，小嶋先

生の経歴，受賞暦などについて簡単にご紹介しておき

ます。小嶋先生は，１９５４年に東京大学物理学科（地球

物理学課程）を卒業され，１９５６年に同大学院地球物理

学専門課程修士課程を修了後，トロント大学物理学部

大学院（地球物理学）博士コースに進学され，１９５８年

に学位（PhD）を取得されました。その後，東京大

学理学部地球物理学科の助手，助教授，教授を歴任さ

れた後，１９９１年からは大阪大学に移られ，理学部宇宙

地球科学科教授として１９９４年まで勤められました。こ

の間，田中館賞（１９６７年，日本地球電磁気学会），松

永賞（１９７３年，財団法人松永記念科学振興財団），三

宅賞（１９８６年，日本地球化学研究協会），東レ科学技

術賞（１９９２年，財団法人東レ科学振興会），柴田賞

（２０００年，日本地球化学会）の各賞を受賞され，１９９４

年には紫綬褒章を受章されています。また，国際的に

も，国際隕石学会（Meteoritical Society，１９９６年），

AGU（１９９６年），国際地球化学会およびヨーロッパ地

球化学連合（２０００年）のフェローにも選ばれていま

す。今回のゴールドシュミットメダルの受賞は，小嶋

先生の地球化学・宇宙化学分野での世界的な貢献が認

められたものであり，小嶋先生にご指導いただいたひ

とりとしてというより，サイエンスにかかわる一研究

者として，非常にうれしく思っています。小嶋先生の

ゴールドシュミットメダル受賞を心からお喜び申し上
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げます。

評議員会議事録

●日本地球化学会２０１０年第１回評議員会議事録

日時：２０１０年２月１３日
 １３：００～１８：００

場所：JAMSTEC東京事務所

出席者：海老原充会長，吉田尚弘副会長，鍵裕之，下

田玄，鈴木勝彦，谷水雅治，谷本浩志，丸岡

照幸，三澤啓司（以上幹事），川口慎介，川

幡穂高，高橋嘉夫，橘省吾，中井俊一，西尾

嘉朗，野尻幸宏，平野直人，松枝秀和，松本

拓也，山中寿朗（以上評議員），松久幸敬（監

事），欠席：瀧上豊，山本鋼志

１．会長挨拶

２０１０～２０１１期の活動について，海老原会長から基

本方針が示された。

２．審議事項

２．１．２００９年第３回および４回評議員会議事録（案）

が承認された。

２．２．２０１０年国際文献印刷社との委託業務の契約が承

認された。年会要旨集の委託による販売手数料の取

り決めについては現在項目が盛り込まれておらず，

次回契約時（２０１０年１１月頃）に再検討することと

なった。

２．３．２０１０～２０１１年各種委員長，外部連合の評議員，

理事の承認

鍵裕之学会賞等受賞者選考委員長，平田岳史鳥居

基金委員長，吉田尚弘名誉会員推薦委員長，吉田尚

弘将来計画委員長，鈴木勝彦広報委員長，鍵裕之企

画委員長，山本鋼志法人化・財政問題委員長，およ

び海老原充日本化学連合評議員，吉田尚弘日本化学

連合理事が承認された。

２．４．追加委嘱評議員について

会長委嘱の評議員は極力増やさないこととし，役

員選出細則（８条評議員は３期連続選出されない）

を遵守することが了承された。年会実行委員長が評

議員でない場合においても，年会―学会の連携を緊

密にするために，企画幹事が LOCに入ることとし

た。

２．５．幹事会構成メンバーについて

２．４．と関連して，幹事会メンバーの規定を，次回

評議員会で制定することとなった。評議員会へのオ

ブザーバー参加の可否については，総会において議

論することとなった。

２．６．雑誌編集委員長および同編集員会と学会の関係

について

これまでは，雑誌編集委員長の選任と編集委員の

選任は，個人ベースで行われ，編集委員長および編

集委員を決める規定がなかった。選任方法も含め，

今後議論することとなった。雑誌の方向性について

は，学会員の総意として，評議員会が責任を持ち，

雑誌のありかたについては，将来計画委員会におい

て議論することとなった。

２．７．GJ賞の学会賞等選考委員会の推薦方針について

これまでの GJ賞選考では，受賞候補者決定と評

議員会での承認，Goldschmidt会議での授与の間

に十分な時間が設けられていなかったので，出版

WGにおいて候補者選考プロセスを含めて議論して

提案することとなった。

２．８．幹事会，評議員会，各種委員会出席旅費支給基

準について

法人化に向けて財政の健全化，スリム化を目指

し，旅費支給基準について，国家公務員旅費法を参

考にルール作りを行うこととなった。

２．９．各幹事への前渡し金の取り扱いについて

年度ごとに会計を締め，余剰金は会計幹事に返却

することとした。今年度の経費の額とその用途につ

いて，会計幹事から提案があり，原案が了承され

た。

２．１０．年会申し込み方法の改善について

２００９年広島年会余剰金を原資として，年会投稿シ

ステムを改善することが了承され，構築に向けて検

討作業に入った。

２．１１．講師派遣事業のスポンサーと広告収入の使途に

ついて

派遣事業の窓口を広報委員会とすることが了承さ

れた。事業スポンサーから資金援助を受けた場合の

使途に関しては，継続審議となった。

２．１２．電子メイルによる評議員会での議決方法につい

て

審議期間を充分にとり，投票日時を明らかにし，

全員を母数とし過半数で可決とすることで了承され

た。

２．１３．会員の異動について

２００９年９月１日から２０１０年１月３１日までにあっ
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た，以下の会員異動について承認した。

会員異動（２００９／０９／０１～２０１０／０１／３１）

【入会】

（０９月）

一般正会員

９２８２６３２ 小宮 剛

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

東京大学大学院広域科学専攻広域システム

（２０１０／０１月以降）

９２８２６４２ 浅井和由

株式会社地球科学研究所

学生パック

９２８２６２９ 松田伸太郎

東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験

施設

（１０月）

一般正会員

９２８２６４９ 山口 亮

国立極地研究所

学生パック

９２８２６４８ 長嶺 篤

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻無

機生物圏地球化学研究室

（０１月）一般正会員

９２８２６３９ 藍川昌秀

兵庫県環境研究センター大気環境科

９２８２６５０ 斉藤拓巳

東京大学大学院工学系研究科原子力国際専

攻

【退会】

（１１月）

一般正会員

２２８０８４８ 佐竹 洋 ２００９／１１／２２逝去

（１２月）

シニア正会員

２２８０５３６ 白波瀬輝夫

３２８０２９４ 松永捷司

一般正会員

３２８１４３１ 三田直樹

９２８２３５０ 高橋貴文

２８１６５８ 油井三和

１２８０９３１ 藤吉亮子

１２８１２７５ 尹 順子

１２８２０８１ 山田和芳

２２８０００８ 安孫子 勤

２２８１４６１ 牧嶋昭夫

２２８１４７２ 中田正隆

２２８１５０２ 田切美智雄

３２８００６７ 波多江一八郎

６２８０１１８ 本間久英

６２８０４６４ 佐竹研一

６２８０９７０ 鵜崎 実

７２８０３１５ 湊 一郎

７２８０３６０ 中西 孝

８２８０６４２ 寺島 滋

８２８１６３０ 柳瀬信之

９２８０９７９ 堀内公子

９２８１１５０ 三浦保範

９２８１８２６ 北田奈緒子

９２８１９６７ 星野光雄

９２８２１４８ 佐久間洋一

９２８２２３４ 勢田明大

９２８２３５４ 杉本 健

９２８２３８１ 伊藤政美

９２８２４４７ 柴田裕実

学生正会員

９２８２４８３ 冬野正史

９２８２４８４ 山口和宏

９２８２５９９ 三島真理

９２８２６３５ 松本恭平

学生パック

９２８２５５７ 筒井 新

９２８２５７６ 櫻井晴子

９２８２５７９ 吉田加奈子

（１月）

シニア正会員

１２８０７２６ 吉岡龍馬

一般正会員

２２８１９５５ 野田典広

６２８１９２４ 橋本慎治

９２８１９５６ 鈴木康弘

９２８２３７０ 小岩嘉隆

学生正会員

９２８２４５７ 川名華織

学生パック

９２８２５２２ 田中浩史

９２８２５２５ 高田未緒
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会員種別 人数 契約口数 備 考

一般正会員 ７２３

学生正会員 １０５ うち，学生パック２２名

シニア正会員 ６３

賛助会員 １０ １３

名誉会員 ９

合 計 ９１０

９２８２５２６ 豊島考作

９２８２５２７ 亀田綾乃

９２８２５３５ 小倉 健

賛助会員

９２８２４４５ 全国大学生活協同組合連合会

【除名】

一般正会員

２８０５６３ 鈴木 款

２８１５８４ 坪 俊彰

２２８１８５８ 小寺 透

４２８２２８４ 若狭 幸

５２８００８５ 林 剛

５２８１２４４ 鮎沢 潤

６２８０４５３ 岡本健二

６２８１９０２ 下池洋一

６２８２０３１ 菅原 透

７２８２１１９ 金山晋司

８２８１８１２ 小田 浩

９２８２０９６ 木村宗人

９２８２３６０ VALERIO, Rubens Antonio

９２８２３６６ WANG, Gehui

９２８２３７２ QING-ZHU YIN

学生正会員

６２８２２８０ 岡田孝一郎

９２８２３３４ 島田雄樹

９２８２３５１ 佐野淳子

９２８２３６９ 上田哲彦

９２８２４２８ 竹田光世

【会員種別変更】

（１２月）

旧種別 新種別

２２８０７２９ 吉田 裕 一般正会員 シニア正会員

２２８０７７４ 廣瀬勝己 一般正会員 シニア正会員

２２８１９９９ 林 一宏 一般正会員 学生正会員

９２８２４６９ 高田雄一郎 学生正会員 一般正会員

９２８２５１３ 古川善博 学生パック 一般正会員

９２８２５３６ 山崎誠子 学生パック 一般正会員

（１月）

２８１４８７ 牛木久雄 一般正会員 シニア正会員

３２８２３２２ 近藤宏壮 学生正会員 一般正会員

９２８２３８３ 今野祐多 学生正会員 一般正会員

９２８２５５１ 佐藤蓉子 学生パック 一般正会員

９２８２５０７ 小泉早苗 学生パック 学生正会員

９２８２５０８ 松岡かおり 学生パック 学生正会員

９２８２５１４ 中川裕介 学生パック 学生正会員

９２８２５１５ 上野振一郎 学生パック 学生正会員

９２８２５２０ 三好陽子 学生パック 学生正会員

９２８２５２１ 澤野真規 学生パック 学生正会員

９２８２５２４ 林 和樹 学生パック 学生正会員

９２８２５２８ 柴田直弥 学生パック 学生正会員

９２８２５２９ 山口保彦 学生パック 学生正会員

９２８２５４７ 森下和彦 学生パック 学生正会員

９２８２５４８ 楠野葉瑠香 学生パック 学生正会員

９２８２５４９ 児玉将大 学生パック 学生正会員

９２８２５５０ 菅原春菜 学生パック 学生正会員

９２８２５５６ 大木誠吾 学生パック 学生正会員

９２８２５５８ 城谷和代 学生パック 学生正会員

９２８２５５９ 江里口和隆 学生パック 学生正会員

９２８２５６０ 増川恭子 学生パック 学生正会員

９２８２５６１ 飯野倫裕 学生パック 学生正会員

９２８２５６２ 牛江裕行 学生パック 学生正会員

９２８２５６３ 柏原輝彦 学生パック 学生正会員

９２８２５６４ 伊佐純子 学生パック 学生正会員

９２８２５６５ 吉崎もと子 学生パック 学生正会員

９２８２５７１ 平松裕亮 学生パック 学生正会員

９２８２５７２ 小野森弘 学生パック 学生正会員

９２８２５７３ 深海雄介 学生パック 学生正会員

９２８２５７４ 橋口未奈子 学生パック 学生正会員

９２８２５７５ 藤原早絵子 学生パック 学生正会員

９２８２５７７ 出水 翔 学生パック 学生正会員

９２８２５７８ 堀 真子 学生パック 学生正会員

９２８２５８５ 江端新吾 学生パック 学生正会員

９２８２５８６ 中尾武史 学生パック 学生正会員

９２８２５８７ 杉本雅明 学生パック 学生正会員

９２８２５９０ 馬瀬 輝 学生パック 学生正会員

日本地球化学会 会員数（２０１０年１月３１日）

３．報告事項

３．１．庶務（三澤庶務幹事）：平成２０年科学研究費補助

金研究成果公開促進費の実地検査及び意見交換会
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（２００９．１０．０８＠東大海洋研：蒲生会長，海老原副会

長，佐野 GJ編集委員長，小畑庶務幹事が出席）。

平成２１年度科学研究費補助金研究成果公開促進費

「定期刊行物」の状況報告書提出（２０１０．０１．１６）。

研究助成等：２００９年第２回鳥居基金助成２件（TE―

６５と TE―６６）。後援・共催等：（共催）�プラズマ・
核融合学会および�日本原子力学会「第８回核融合
エネルギー連合講演会」（２０１０．０６．１０～１１），日本質

量分析学会「第５８回質量分析総合討論会（２０１０）お

よび第１回アジア・オセアニア質量分析会議

（２０１０）」（２０１０．０６．１６～１８＠つくば），�日本アイ
ソトープ協会「第４７回アイソトープ・放射線研究発

表会」（２０１０．０７．０７～０９＠東京）（村松康行会員を運

営委員として派遣），（後援）日本惑星科学会および

小天体探査研究会「始源天体研究会」（２００９．１１．２０

＠東京），（協賛）日本地熱学会平成２１年学術講演会

（２００９．１１．３０～１２．０２）。一般社団法人日本地球惑星

科学連合入会申込（２００９．０９．２５）。２０１０年年会開催

のため立正大学へ会場借用依頼書送付（２００９．１０．

０６）。２０１０～２０１１年日本地球化学会会長・副会長・

監事・評議員への委嘱状の送付（２００９．１１．０４）。

２０１０学会賞等受賞者選考委員会委員・鳥居基金選考

委員会委員への委嘱状の送付（２００９．１１．０４）。国際

文献印刷との学会業務委託契約，「大会関連業務」

委託契約，「ホームページ制作業務」委託契約

（２００９．１２．０１）。日本学術会議科学者委員会学術誌

問題検討分科会「学術誌に関するアンケート」への

回答（２００９．１２．１５）０１月末を締め切りとし，「地球

化学」への広告募集を行った（２００９．１２．０１）。これ

までに３件の掲載申し込みを受け付けた。学会賞各

賞・鳥居基金への推薦・応募状況（２０１０．０１．３１締め

切り分）は，柴田賞１名，学会賞１名，奨励賞３名，

鳥居基金（海外渡航２名，国内研究集会１件）。２０１０

年０２月０６日（土曜日）１３：０８～１９：４０ JAMSTEC

東京事務所にて，幹事会を開催。（出席：海老原会

長，吉田副会長，鍵，下田，鈴木，高橋，谷水，谷

本，丸岡，山本，三澤の各幹事，オブザーバーとし

て川口評議員）第１回評議員会の議事内容について

整理した。

３．２．会計（谷水会計幹事）：２００９年度の会計が，まだ

閉じられていない旨報告され，南前幹事からの２０１０

年０２月０６日現在の収支明細報告が示された。

幹事会，評議員会出席旅費計算方法について改訂

し，幹事，編集委員会への前渡し金について，必要

な金額を査定する方針が示された。

３．３．会員（丸岡会員幹事）：会員異動（２００９．０９．０１～

１２．３１）について報告がなされた。正会員７２３，学生

会員１０５，シニア会員６３，賛助会員１０，名誉会員

９，合計９１０。

３．４．編集

３．４．１．GJ（佐野 GJ編集委員長に代わり海老原会

長）：２０１０年発行状況および編集状況が報告され

た。Vol．４３，No．６は１月初めに刊行された。

Vol．４４，No．１は２月末に刊行される予定。２０１０年

１月までに受理した論文と合わせると２０報が印刷待

ちの状態にあり，その他にふたつの特集号が動いて

いることが報告された。

３．４．２．「地球化学」（高橋「地球化学」編集委員長）：

新編集委員が報告された。小木曽哲（固体地球化

学），沢田健（有機地球化学），高橋嘉夫（環境地球

化学），谷水雅治（同位体地球化学），豊田栄（大気

化学），益田晴恵（海洋化学），三浦弥生（宇宙化

学）。２０１０年 Vol．４４の編集方針が示された。２０００年

以前の出版物について，著作権の帰属が明確になっ

ていなかったため，著作権を「地球化学」編集委員

会に移譲するよう著者にお願いした。

３．４．３．ニュース（谷本ニュース担当幹事）：ニュース

およびニュースレターの発行について報告がなされ

た。

ニュース電子メール版の配信２００９No．１４９～２２０

まで７１件配信した（１２月３１日現在）。内訳は，学会

からの連絡（含む年会）１２件，GJコンテンツ４件，

地球惑星科学連合・連合大会関連６件，化学連合関

連１０件，研究集会・国際学会・講演会など案内１７

件，教員・研究員公募情報１２件，研究助成・共同利

用・事業提案・研究計画など募集４件，学術賞推薦

募集０件，訃報１件，その他５件。

ニュースレター No．１９９を「地球化学 Vol．４３，

No．４」巻末で発行した（１２／２５）。

３．４．４．広報委員会報告（下田広報幹事，鈴木ホーム

ページ担当幹事）：学会HPでの学会員の最新成

果，GJ Express Letterを４件，その他を８件，紹

介した。おおよそ月に１本ペースであった。今後

トップページの紹介は，会員による GJの Express

Letterおよび Nature，Science等の一般誌に限る

こととなった。学会ホームページ内に「会員による

成果発表」というコーナーを新たにつくり，自薦他

薦を問わず，紹介文を掲載することとした。
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Goldschmidt 2009を機に英語ページの更新を

行った。未完成のため，Goldschmidt 2010に向け

て，継続して日本語ページから英訳して更新するこ

ととなった。

料金を４０％下げたにもかかわらず，Web広告の

スポンサーがないことが報告された。

講師派遣事業を２０１０年１月から開始したことが報

告された。本事業は，「最先端の研究者が初等中等

教育の場に出向いて，地球や惑星の謎を解く喜びや

最先端の科学の現場を伝えることにより，地球化学

の視点から理科の面白さを積極的にアピールすると

ともに，学会と教育現場の交流を促進することを目

的」としている。

地球惑星連合大会において，学会の入会案内，GJ

の Express Letterのチラシ，GJの CD，印刷版，

「地球化学」誌のバックナンバーの配布を行う予定

であることが示された。

学会パンフレットの改訂，GJチラシを増刷に向

け，デザイン変更を含め検討中であり，会計と相談

してすすめていくことが報告された。

５．企画（鍵企画幹事）

企画委員会メンバーは，鍵裕之（東京大，委員

長），平田岳史（京都大），平野直人（東北大），川

口慎介（JAMSTEC）。

年会後援要旨をホームページ上で記入するシステ

ムを構築する提案がなされ，２００９広島年会の余剰金

を効率的に使用して検討していくことが示された。

５．１．２００９年第４回ショートコース報告書が，平田委

員から提出された。

５．２．２００９年日本地球化学会「夜間集会報告」が，海

老原委員長から提出された。

５．２．２０１０年年会＠立正大学熊谷キャンパスの準備状

況が，福岡孝昭大会実行委員長の代理として鍵企画

幹事から示された。立正大学関係者４名を含めた総

勢１３名の LOCが組織された。年会会期は，２０１０年

９月５日から９日まで。日本化学会，日本鉱物科学

会，日本地質学会，日本質量分析学会が共催。発表

形式は，セッション制を採用することとなった。

６．財政・法人化問題（山本財政・法人化問題担当幹

事に代わり，海老原会長）

財政・法人化問題検討委員会では，学会を法人化

するか否か，財政問題の中心的な課題である GJの

出版経費をどのようにするか，の２点に絞り，WG

で議論を進め，委員会全体でWGの提案を議論

し，２０１０年末に幹事会・評議員会に提案書を提出す

る，という活動方針が示された。

７．日本地球惑星連合関連：瀧上評議員から地学オリ

ンピックの開催状況，教育問題検討委員会の活動状況

報告が提出された。

８．次回幹事会・評議委員会の日程

幹事会：５月地球惑星科学連合大会期間中に開催

予定。

評議員会：６月中に開催，ただし電子メイルによ

る。

院生による研究室紹介 No．１６

東京工業大学大学院総合理工学研究科

環境理工学創造専攻／化学環境学専攻

吉田尚弘研究室

博士課程１年 服部祥平

今回の院生による研究室紹介は，東京工業大学大学

院総合理工学研究科 環境理工学創造専攻／化学環境

学専攻 吉田尚弘研究室です。担当は吉田研博士課程

１年の服部です。私は博士課程学生ですがまだまだわ

からないことだらけで，研究室の学生と色々と相談し

協力を頂きながら原稿をまとめさせていただきまし

た。不肖の身ですが，どうぞよろしくお願いいたしま

す。本稿では，吉田研の構成，研究設備，研究テーマ，

さらには学外活動に関してご紹介いたします。

本研究室（吉田研）は東工大すずかけ台キャンパス

にて１９９８年に開設されました。２０１０年４月現在，国立

環境研究所や海洋研究開発機構からの連携教員を含め

た１０名を超えるスタッフと学生２２名（博士課程９名，

修士課程１３名）が在籍している大所帯の研究室です。

吉田研が所属する総合理工学研究科は学部組織を持た

ない大学院を主体とする研究科であるため，他大学か

らの進学希望者が多く，物理，化学，生物，数学，農

学等様々な分野から学生が進学してきています。また

大学からだけでなく，企業からも社会人学生を多く受
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け入れています。海外出身のスタッフや学生も多

く，２００９年度はアルゼンチン，ロシア，スイス，中国

出身メンバーが所属し，非常に国際色豊かな研究室と

なっています。

吉田研は，生元素（H，C，N，O，S等）の安定同

位体の組成や分子内における分布（アイソトポマー）

を用いた物質循環解析を主軸とした研究を行っており

ます。そのため，主力測定装置は安定同位体質量分析

計（IRMS）であり，現在合計６台の IRMSが稼働し

ています。また，TDLASや FTIR等でも安定同位体

測定を行っています。主力は安定同位体測定ですが，

ガスクロ，液クロ，イオンクロ等の濃度分析を行う機

器も有しています。吉田研では，特に測定法の開発に

尽力しており，『今まで測れなかった物質を測定す

る』ことと，『より少ない試料で簡便に測定する』の

両面を大切にしています。例えば，一酸化二窒素

（N２O）のアイソトポマー比（N２O分子 N-N-Oの中

央の窒素を N�，端の窒素を N�としたそれぞれの窒

素同位体比）を測定することが可能です。これは吉田

先生と豊田助教によって世界に先駆け測定されたもの

で，N２Oの生成消滅過程の解析の非常に有力なツー

ルとなっています。さらに微量測定も可能となってお

り，主要な研究対象の温室効果ガスであるメタン

（CH４），N２O等は精製過程と測定をオンラインで行

うことにより数 nmolあれば安定同位体・アイソトポ

マー比を測定することができます。また，よりマイ

ナーな同位体組成の計測にも注力しており，オフライ

ン抽出―デュアルインレット方式であるため µmol

オーダーの試料が必要ですが，四種硫黄同位体比

（δ３３S，δ３４S，δ３６S値）， 二重置換二酸化炭素分子（質

量数４７の CO２，∆４７値で表す）等を測定することも可
能です。上記したような吉田研特有の測定システムを

用い，様々な環境の水，大気，岩石，生物等の試料を

測定することで，物質循環をより深く理解しようと研

究を行っています。最近では，マイクロ固相抽出法

（SPME法）を用いることでエタノール等の揮発性

有機化合物の簡便な測定法も開発し，環境試料だけで

なく食品分析への応用も行っています。

吉田研における研究の進め方の特徴として，様々な

研究機関との連携が挙げられます。吉田先生は国内外

の研究者と非常に広いネットワークを有しており，研

究室全体としてそのネットワークを活かし，さらに広

げ深める努力をしてらっしゃいます。私たち学生は，

年度初めのミーティングで，吉田先生より吉田研研究

生活方針，とりわけ人的ネットワークとコミュニケー

ションの大切さを教えられ，研究は一人で行うもので

はなく多くの人々のサポートの上で成り立っているこ

とを学びます。外部の研究機関との連携研究の一例と

して，平成２１年度から実施されている環境省総合推進

費研究課題『温暖化関連ガス循環解析のアイソトポ

マーによる高精度化の研究』を挙げられます。本課題

はアイソトポマー分別係数を理論計算で求めるグルー

プ，大気試料の測定法開発及びデータベース構築する

グループ，それらのデータを組み込んだ３次元全球化

写真１：２０１０年度吉田研顔合わせにおける集合写真。前列中央が吉田教授。
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学輸送モデルの構築を行うグループがそれぞれ相補的

に協同して進めています。これらのプロジェクトに

は，学生も積極的に参加することができます。現在，

著者もこの課題の一端を担っており，大気微量成分で

ある硫化カルボニル（COS）の硫黄同位体比を測定

するためのフッ化・精製ラインの作成及び測定法の開

発を行っています。このように，学生の研究テーマは

分子反応過程，微生物代謝過程から全球規模の循環過

程まで，ミクロからマクロまで広範囲に及びます。

吉田研は様々な環境を研究対象としているため，毎

年多くの学生がフィールド観測及び試料採取へ出かけ

ています。２００９年では，畜産草地研究所における牛の

あい気（ゲップ）試料採取，海洋地球研究船における

海水・洋上大気試料採取や海底熱水採取，長野県深見

池における湖水・堆積物試料採取，静岡県四万十帯地

下帯水層における地下水及び地下微生物採取，北海道

大樹町における成層圏大気試料観測等，幅広く赴いて

います。また，フィールド観測だけでなく，微生物培

養実験や大気チャンバー模擬実験等の実験を行うため

に連携研究機関へ伺う学生も多数います。自身の研究

室以外の研究者の方々とご一緒させていただく中で，

私たち学生は本当に良い刺激を頂き，貴重な経験をた

くさんさせていただいています。

次に研究室で行っている行事等に関してご紹介しま

す。吉田研では毎週水曜日のセミナーをはじめ，年１

回の研究室合宿，外部の研究者の方をお迎えしたセミ

ナー等を行っています。毎週行われるセミナーでは，

毎回２～３名が文献紹介や研究発表等を行い，全員で

議論しています。ただ，上記したように当研究室は研

究対象が非常に広範囲に及び，それらの基礎知識の習

得や議論をより深く行うための機会を確保することが

重要です。このため，自主的な勉強会も活発に行われ

ています。現在は毎週木曜日に「学生勉強会」を開い

ています。ここでは，毎回担当の学生に「教えてほし

いこと」を参加者がリクエストし，担当学生がリクエ

ストに応えつつ話題提供するという独自のスタイルで

行っています。このような自主的な機会を通じて，幅

広い知識を身につけるだけでなく，主体的に「問いか

けること」や「物事を批判的に捉える力」を養おうと

思っています。学生主体の勉強会から新たな研究の芽

が出るように，学生全体で工夫して継続していければ

と思っています。

最後に，学生の学外活動についてご紹介します。吉

田先生が国内外の研究者と非常に広いネットワークを

写真２：オンラインGC-C-IRMSを用いてメタンの炭素
同位体比を測定中のM２林さん

写真３：北海道大樹町における成層圏大気試料採取実験
で試料容器を準備しているM２黒木さん（写
真一番右）と共同研究者の方々。

写真４：長野県木崎湖における湖水試料採取。左から
D２中川さん，D３眞壁さん，共同研究者の信
州大山本先生，東京農工大木庭先生。
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有していることを見習い，私たち学生も学外の研究者

との繋がりを積極的に作り，よりアクティブに研究を

行おうと思っています。例えば，２００９年度は，東工大

地球惑星科学専攻の山田健太郎さんと筆者が幹事・副

幹事，そして吉田研学生がスタッフとなり「日本地球

化学若手シンポジウム２００９」を企画運営しました。シ

ンポジウムの後には，若手会を通じた繋がりを活か

し，東大大気海洋研究所の山口保彦さんや筆者を中心

に「地球化学関東若手セミナー」を企画・運営し始

め，２カ月に１回開催しています。２００９年は事業仕分

け等もあり，社会的にも科学・技術が今後どのような

方向に向かっていくのか，という重大な局面を迎えて

います。そこで，大学院生・PD等の若手研究者が当

事者として何をどのように考え，言葉を紡いでいくの

か考えていかなければならないのだろうと思っていま

す。去る４月２９日には，自主ゼミ「地球―生命につい

て考えよう」と共同して地球化学・地球生命合同若手

セミナーを開催し，通常の研究交流だけではなく人生

観についても語り合いました。今後も様々な繋がりを

大切にし，より多くの方々へ輪を広げていければと

思っています。

以上で吉田研紹介を終わりにしたいと思います。本

年度も日本地球化学若手シンポジウムは開催されます

（幹事：山口保彦，日程：２０１０年９月９～１１日［地球

化学会年会の 直 後］（予 定），Website:http://geo-

chemwakate.blogspot.com/）。多数のご参加をお待ち

しています。また，先生方におかれましては，学生の

皆さまにご周知いただけると幸いです。最後になりま

したが，吉田研のある東工大すずかけ台キャンパス

（神奈川県横浜市緑区長津田町）は都心から少し離れ

た自然の多い良い所です。お近くにお越しの際は是非

お立ち寄りください。また，吉田研のホームページ

（http://nylab.chemenv.titech.ac.jp/）にさらなる情

報を載せておりますのでそちらもご覧いただければと

思います。

写真５：日本地球化学若手シンポジウム２００９の集合写
真。上のイラストは筆者作。

写真６，７：地球化学・地球生命合同若手セミナーの様
子。写真（上）は，講演した博士課程の学
生（左から２番目が筆者）。
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書 評

「朝倉化学大系６ 宇宙・地球化学」

著者：野津憲治

出版社：朝倉書店，２９５ページ

２０１０年３月１６日発行，５，３００円＋税

ISBN９７８―４―２５４―１４６３６―３

本書は１８巻ある「朝倉化学大系」の第６巻で，著者

は日本地球化学会の会長をされたことのある野津会員

である。野津会員は今年の３月末に東大を定年退職さ

れた。本書はその直前に完成し，まさに野津会員の研

究・教育面での集大成となった。これまで，日本地球

化学会監修の地球化学講座や何冊かの教科書が出版さ

れているが，各章をそれぞれ専門の著者が分担執筆し

たものや，宇宙化学や地球化学だけの内容のものであ

る。一人の著者が宇宙・地球化学すべての分野にわ

たって書いた本は，日本では本書が初めてである。本

書の著者は宇宙化学の研究から始め，その後火山岩や

火山ガスの研究を行った人である。宇宙・地球化学に

対して広い視野と知識をもつ著者だからこそ可能であ

り，実に快挙といえる。このように多岐の分野にわ

たって書く場合，どうしても自分の不得意のところ

は，差し障りなく古い教科書に載っているような内容

にすることも多い。しかし，著者はそういうことでは

満足せず，本書では新しい成果までよく調べて書かれ

ている。私は松久会員とともに第一稿を読ませていた

だいたが，著者はコメントのない箇所も気になったよ

うである。さらに改訂を重ね，第一稿と完成校は大幅

に変わっている。

一人の著者が全分野を書くというのは大変難しいこ

とであるが，全体のバランスを見ると大変うまくいっ

ているように思う。著者は謙遜して，本書の「序」に

「小沼先生が本書を読んだら，『この本には思想が見

えない』と一喝されそうで恐い気がするが」と書いて

いるが，まるで正反対である。一人の著者が全分野を

書くということで，一貫した視点での書き物になって

いて，そこに思想が見えていると思う。学部学生，大

学院生が宇宙化学・地球化学の全貌をつかむのに大変

良い教科書になっている。研究者にとっても他分野の

様子を知るのに良い入門書になると思われる。

本書は以下の１２章から成っている。

１．宇宙の中の太陽系・地球

２．太陽系を構成する元素や同位体

３．太陽系，地球・惑星の誕生

４．太陽系天体の形成年代

５．大気・海洋の形成と進化，生命の起源と進化

６．固体地球に多様性をもたらす現象

７．固体地球の分化と物質循環

８．固体地球表層で起きる諸現象

９．水惑星地球の水圏，生物権での物資循環

１０．地球大気圏の化学

１１．人間活動が変えた地球環境とその将来

１２．まとめに代えて：宇宙・地球化学の歩み

１～４章が宇宙化学，５～１１章が地球化学である。

宇宙化学では，太陽系の全般的な話から元素合成，同

位体比異常やプレソーラーグレイン，凝縮モデル，年

代学などの話がある。地球化学では，大気・海洋の形

成，固体地球の構造と分化機構，各圏での物質循環，

環境化学といった内容である。確かに地球化学会の年

会で発表されるような研究の全分野が網羅されてい

る。いずれの章も読み易く，かつ最後に文献を掲載し

てある。ここ数年の新しい文献も数多く引用されてい

て，さらに深く勉強するには大変都合が良い。最後の

１２章は，宇宙・地球化学の研究の歴史である。物知り

の著者だからこそまとめられた章で，日本地球化学会

にとっても重要な内容である。また，最後には「さら

に宇宙・地球化学を学ぶために」というのがあり，こ

こには「過去の名書」も紹介されている。

ただ一つの難点は，価格が税込み５，５６５円と，学生

にとっては少し高いことであろう。結構厚くて読み応

えがあるが，全部で３００ページ足らずである。著者に

「ページ数の割りに少し値段が高いんじゃないの？」

と正直に尋ねてみたら，「いやあ，演習問題を web上

に掲載してページを減らして，価格をまだ安く設定し

てもらうようにしたぐらいなんだけどね」という返事

であった。これは著者の責任ではなく出版社の問題な

のであろう。たしかに朝倉書店の本書紹介の web

（http://www.asakura.co.jp/books/isbn/978−4−254−

14636−3/）上に演習問題があった。通常の試験に出

て来そうな問題が並んでいる。学生諸君にとっては，

この本を読み，web上の問題をしっかり解いておけ

ば，大変良い勉強と試験対策になるであろう。そう思

えばこの価格は安いのかも知れない。

（大阪大学大学院理学研究科・松田准一）
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「改訂増補 データで示す―日本土壌の有害金属汚染」

著者：浅見輝男

出版社：アグネ技術センター，１２，０００円＋税

ISBN９７８―４―９０１４９６―５４―４C３０５１ B５版 ６１５ページ

本書は文字通り，９年前に出版された『データで示

す日本土壌の有害金属汚染』の増補版である。前書の

４０２ページから２００ページ以上増え，B５版にも関わら

ず，本の厚みも３ cm以上である。生のデータや事例

を扱うという姿勢は一貫している。２０００年以降新しく

報告されたデータだけでなく，前書で漏れていた重要

なデータも加えてある。本書の構成も前書とほぼ同

じ，『第一部 有害金属の生産量・輸入量・消費量お

よび土壌汚染』，『第二部 カドミウム，亜鉛，鉛，銅

による汚染』，『第三部 各種有害金属による土壌―植

物系の汚染』，『第四部 都市の有害金属汚染』の四部

構成である。第一部は，地殻と土壌の元素存在度の地

球化学から始まり，日本の金属元素の生産・消費，世

界の土壌汚染，基準値を概観している。かつて半谷博

士の唱えた社会地球化学を彷彿させるが，ボリューム

の最も少ない部である。第二部では，カドミウム，亜

鉛，鉛，銅の汚染と植物による吸収・土壌修復を論じ

ている。産業，法律から各地の鉱山の実態，農業，食

品，人体被害と多岐に及んでいる。この部は大きな出

来事を受け，約１００ページ増量した。２００６年に，コメ

のカドミニウムの基準値が，様々な問題を残したま

ま，０．４mg/kg（乾重量）と制定されたのである。こ

の件に関連して，研究者，政府，国際機関など日本の

内外の動きがつぶさに記述され，息を飲むような内容

である。将来の日本政府の理性的な対応への著者の思

いが伝わる。第三部にはベリリウム，クロム，ゲルマ

ニウム，ヒ素，モリブデン，銀，インジウム，アンチ

モン，ビスマス，テルル，水銀，タリウムなどについ

て，個別に産業，汚染状況，植物への吸収や影響につ

いて書かれている。地殻の主成分元素であるケイ素と

の類似性で興味深い振る舞いを示すゲルマニウムが新

たに加わった。第四部では，我が国の各都市における

重金属汚染の実態を道路脇粉塵と土壌汚染から説いて

いる。

本書は，土壌中の元素の分布とそれに由来する社会

の様々な問題を綴る，間違いなく最も重要な書であ

る。掲載されている図表は３６０に及び，データ集とし

ても役に立つであろう。微量元素の濃度分布や植物影

響に関するデータだけでなく，関連法規や基準，公的

な文書なども目を見張る。著者は，茨城大学農学部教

授を退いて十余年経った，元日本学術会議会員の長老

である。そのエネルギッシュな研究心には，驚かさ

れ，深い敬意を抱く。

（九州大学理学研究院・赤木 右）
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訃報：佐竹洋会員のご逝去を悼む

本学会会員，富山大学大学院理

工学研究部教授 佐竹洋先生は，

２００９年１１月２２日に永眠されまし

た。享年６０歳でした。２００７年の夏

に体調を崩されて以来３度目の入

院中でしたが，病状も回復しリハ

ビリに励んでおられる最中の突然の訃報でした。佐

竹先生のご冥福を心からお祈りいたします。

佐竹先生は昭和２１年３月２６日東京都に生まれ，昭

和４２年４月東京教育大学理学部化学科に入学，昭和

４７年３月，大学紛争の最中に同大学を卒業されまし

た。その後，昭和４７年４月同大学大学院理研究科修

士課程に入学，昭和４９年３月同研究科修了，昭和４９

年４月東京工業大学大学院理研究科博士課程に入

学，昭和５２年３月同研究科で単位取得後，退学され

ました。その後東京大学物性研究所の故・秋本俊一

教授のもとで学位論文を完成させ，昭和５４年３月に

理学博士の学位を取得されました。学位論文の題目

は“Some aspects of the behavior of water in the

solid earth”で，蛇紋石やその構成成分であるブ

ルーサイトやクリノクロアなどを対象に，高温・高

圧下における構造の実験的解析を通じて地球内部に

おける水の存在状態や挙動を決めるという，当時と

しては先駆的な研究でした。

先生は，昭和５２年１０月から総理府・国立防災科学

技術センターに技官研究職として採用され，地震地

下水研究室に所属して関東・東海地方の地殻のひず

みを調べる応力測定の研究に携わりました。その

後，昭和５５年７月に富山大学理学部文部教官助手と

して転任，昭和５９年４月に助教授昇任，平成５年４

月に教授に昇任されました。

富山大学では，昨年１１月に逝去されるまでの３０年

余りにわたり，意欲的に教育に取り組み，多数の優

秀な人材を育成し社会に送り出しました。研究面に

おいては，水やガスの物質循環を専門とし，マルチ

プルな同位体組成と化学成分を手法に，人間環境を

視野に入れた地下水の涵養源及び流動状況に関する

研究を進められました。また，降水や積雪の化学成

分・同位体比の変動から，北陸地方における酸性物

質の輸送状況を十数年にわたって調査されました。

さらに，人間環境と水環境との相互作用に新たな知

見を得ると共に，公共工事などに際して地滑りなど

の防災を視野に入れた事業の進め方への提言や，海

外ではアフリカの乾燥地域における水資源管理への

提言などにも貢献されました。これらの功績が称え

られ，平成２２年の叙勲において，従四位・瑞宝中綬

章が授けられました。

学会活動においては，日本地球化学会，環境科学

会及び日本地下水学会の会員として研究活動を行

い，学会の充実発展に寄与されました。さらに平成

１２年１月～平成１３年１２月と平成１４年１月～平成１５年

１２月の期間，日本地球化学会評議員として同学会の

発展に貢献されました。また，平成７年４月～平成

１３年３月には，名古屋大学大気水圏科学研究所共同

研究専門委員会委員を勤める等，他大学の管理・運

営にも貢献されました。一方，地域・社会活動にお

いては，富山県環境影響評価技術審査会委員や富山

県環境審議会地下水専門部会委員等として，水質汚

濁の防止及び地下水の採取に伴う障害の防止等に関

し，専門的な見地から調査・審議を行う等，地域の

環境保全にも寄与してこられました。

初対面では近寄りがたい印象の佐竹先生でした

が，学生時代は落語研究会に所属していたために話

題が豊富で，その上に間の取り方が絶妙なので，

「佐竹先生の講義は分かりやすくて面白い」と学生

たちの間で高い人気でした。先生は，普段のおしゃ

べりや一般向けの講演等でも，必ず“落ち”を忘れ

ず“Make science easy & fun”に徹しておられま

した。また，大学院生時代からのサッカーで培った

バックスプレーヤーとしての精神は，富山大学の研

究室内においても，学生の自主性とチームワークを

重視し後ろから見守る姿勢に表れていました。先生

ご自身は普段から整然として几帳面な性格で，本業

の“分析”や“実験”に対するこだわりは半端では

ありません。そして服装は年中一貫して作業服姿な

のですが，何故か気合いを入れて料理する時にだけ

白衣に身を包まれるのです。毎年２回ほど，３０人を

超える研究室の OBと所属生を招いた“佐竹食堂”

をご自宅で開かれました。その際には２０品近い献立

てを書き出し，天頂までステンレスを張った特別仕

立ての台所で，直径３０cmを超える特注の業務用ガ

スコンロの前で腕を振る舞う佐竹先生の白衣姿は，

「粋な料理人」という以外に似合う言葉がありませ

ん。料理の発端は学生時代で，NHK朝の連続テレ

ビ小説「ほんまもん」のモデルとなられた「精進料
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理の明道尼」との出会いです。２００８年秋までの４０年

近くにわたり，毎年京都の月心寺まで足を運び，当

時の友人たちと一緒に食の会を開いておられまし

た。自称「食通」の私は，料理好きの佐竹先生と出

会ってから打ち解けるまで長い時間は要しませんで

した。赴任直後から研究や教育のディスカッション

に混じって，開発した「食のメニュー」を推敲した

り，新しいランチスポットの発掘に出かけたりし

て，「研鑽と究明？」を楽しんでいました。卒業生

が勤務する石川県の門前町中学校の屋上を借りて雨

やエアロゾルに関する研究に取り組んだ時期にも，

月に一度の往復６時間のドライブ中は研究や職務の

話題以上に料理の話に花が咲き，相乗効果で料理も

研究にも新しいひらめきやアイデアが絶えず沸きだ

す，今思うと珠玉の時代でした。

人生の良き先輩で友とも呼べる佐竹先生との早過

ぎる別れの悲痛を表す言葉は見つかりません。しか

し，悲しんでばかりいる訳にはいきません。今日の

ような社会情勢の中で，地方大学において地球化学

の拠点を保っていくことは容易ではなく，立ち止ま

ることは許されません。私たち残された者が，佐竹

先生の遺志を受け継ぎ，地球化学の発展に努力いた

します。佐竹先生，どうぞ安らかにお眠りくださ

い。

（張 勁 富山大学大学院理工学研究部教授）

＊執筆者が富山大学赴任前の内容は，富山大学理学

部客員教授日下部実会員による。
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訃報：垣内正久会員の急逝を悼む

学習院大学理学部化学科の垣内

正久博士が本年３月８日に急逝さ

れました。ここに謹んでお知らせ

いたします。２月２３日に心筋梗塞

を起こし病院に運ばれましたが，

治療の甲斐なく帰らぬ人となりま

した。享年６１歳でした。倒れる前日まで大学に出て

きており，担当していた学生実験のレポートの採点

を完了し，学年末の成績会議も終えた翌日のことで

した。あまりに急なことで未だに信じられません。

垣内さんは学習院大学理学部化学科を１９７３年に卒

業後，修士課程に進み，木越邦彦教授のもとで熱力

学に関連した研究を行いました。博士課程は，東工

大の松尾禎士教授のもとで，水溶液の構造について

の研究に取り組みました。その後，学習院大学に戻

り助教として学生の教育に力を注ぐと共に，一貫し

て同位体分別の実験的な解明と理論的な基礎づくり

に関する研究を続けてきました。ポスト的には助教

でありましたが，教授であってもおかしくない知識

や実力を備えておりました。大型のプロジェクト研

究が華やかな現在の学会の中では地味な研究と見ら

れがちですが，化学の本質に根ざしたものであり，

とても重要な課題を担っておりました。

垣内さんが目指していた研究は，Urey, Bigel-

eisen, Sakaiらによって確立されてきた同位体分別

の研究の流れを受け継いで，更に理論的に発展させ

ると共に，それを自然界の現象の解明にも応用しよ

うとするものであったと思います。数々の工夫を凝

らした手作りの装置を用い，アイディアに富んだ興

味深い実験を行ってきました。例を幾つか挙げてみ

ます。純水中に電解質を溶かしたときの水分子の存

在状態の変化を，その溶液と平衡にある気相の水の

同位体組成の変化を通して調べることに成功しまし

た。また，固相中に結晶水として含まれる水分子の

存在状態を調べるため，結晶水と気相の水との間の

水素同位体分別係数を測定するとともに，合成した

結晶のラマンスペクトル解析の結果と合わせて理論

計算を行いました。更に，結晶水和物―水和錯体―

水蒸気系における水分子の水素同位体分別係数を実

験的に求め，その同位体分別は晶出温度や中心金属

の違いよりも結晶構造に依存していることを明らか

にしました。垣内さんの研究対象は地球化学とはか

け離れていると見られがちですが，けしてそのよう

な事はありません。例えば，水溶液中の水和錯体は

熱水系における塩の溶解や鉱物の生成とも関係して

おり，また，含水鉱物中の水分子の同位体組成はそ

の生成時の環境を反映しております。このように，

同位体分別の未だ解明されていない系での基礎を確

立し理論付けをすることで，自然現象の解析を目指

していたと思います。この分野は，重要であるにも

拘わらず，まだ充分に研究されていませんので，垣

内さんが切り開いてくれることを期待していた一人

として残念でなりません。

ご自分の研究以外にも，同位体科学会の設立と運

営に大きな貢献をされてきました。同位体を用いた

研究は地球化学だけでなく多くの分野で利用されて

いますが，異なる分野間での交流はそれほど多くあ

りませんでした。そこで，垣内さんたちは同位体を

利用した横断的な研究会を組織することで同位体研

究の新たな発展を目指しました。また，同位体を単

に１つのツールとして用いるだけではなく，基礎的

なサイエンスとしての分野の確立も視野に入れてい

たことでしょう。

最後にもう一つ，垣内さんの教育に対する情熱に

ついて記したいと思います。彼は，特に学生実験に

力を注ぎ，実験を通して化学の本質を見る目と考え

る力を学生達に教えてくれました。彼は基本に厳し

く，また，考えさせるような課題を学生に出すた

め，戸惑う者も多くいましたが，卒業する頃には学

生たちはその良さを理解してくれていたと思いま

す。また，落ちこぼれそうな学生には冗談を言いな

がら心を開き，やる気を起こさせ彼らの個性を引き

出すことが上手でした。学問的にはとても厳しい面

があった一方で，研究室の集いなどでは，好きなお

酒を飲みながら，冗談を言い，豪快に笑っている姿

が偲ばれます。また，研究室のゼミ合宿で毎年訪れ

ている日光の山小屋では彼の作るカレーライスが恒

例になっていました。

葬儀は菩提寺である鎌倉の光明寺で行われ，大学

教員や学会関係者だけでなく，東京から離れた場所

だったにも拘わらず多くの学生や卒業生も参列し，

彼が学生にとても愛されていたことが伺えました。

垣内正久さんのご冥福を心よりお祈り申し上げま

す。

（村松康行 学習院大学理学部教授）
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講演要旨作成上の注意
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